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第２４回南島原市農業委員会総会会議録 

 

 

１ 開催日時  令和５年６月２７日（火）午後２時５分～午後３時１６分 

 

２ 開催場所  西有家総合学習センターカムス ホール 

 

３ 出席委員 

 （農業委員） 

       １番 太田香代子  ２番 廣瀨博一   ３番 伊﨑美代子  ４番 木下勝徳 

       ８番 平 光正  １０番 本多利任  １１番 山下勝也  １３番 寺田健蔵 

      １４番 水田 勇  １６番 金子初夫  １７番 馬場正国 

       会長 中川繁憲 

 （農地利用最適化推進委員） 

      １９番 吉岡長久  ２０番 田中芳邦  ２１番 野原重光  ２２番 中山秀樹 

      ２５番 増田孝徳  ２６番 北岡新市  ２７番 内田一郎  ２８番 末吉秀明 

      ３０番 中村康弘  ３１番 石橋浩昭  ３２番 石橋浩昭  ３３番 山口俊一 

      ３４番 松尾和昭  ３７番 原田久也  ４０番 柴内成世  ４１番 三宅東英 

      ４２番 本多晋介  ４３番 宮崎 努  ４５番 宮崎陽一  ４６番 相良栄一郎 

      ４７番 本田勝彦  ４８番 飛永敏博 

 

４ 欠席委員 

 （農業委員） 

       ５番 小川一英   ６番 植木健太郎  ７番 楠田耕三   ９番 中野裕二 

      １２番 山﨑伸吾  １５番 中村修治 

 （農地利用最適化推進委員） 

      ２３番 田中八郎  ２４番 本多正敬  ２９番 神﨑好史  ３５番 寺田俊秀 

      ３６番 末續公徳  ３８番 岡田裕弥  ３９番 浅田修弘  ４４番 山本敏晴 

 

５ 議事録署名委員 １１番 山下勝也 １３番 寺田健蔵 

 

６ 事務局出席者  小渕 忍 山本忠介 本多 守 円口智仁 塩田一幸 山口朋子 

 

[ 日  程 ] 

議案第１０１号  農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第１０２号  農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請について 

議案第１０３号  農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第１０４号  農用地利用集積計画の決定について 

議案第１０５号  南島原農業振興地域整備計画変更に係る意見について 

議案第１０６号  農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１１項の規定による要請につい 

         て 
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そ の 他  ・農地法第１８条第６項の規定による通知について 

       ・使用貸借を解約した旨の通知について 

       ・非農地証明書交付願について 

 

事務局（〇〇） 只今から、第２４回南島原市農業委員会総会を開催いたします。 

    本日は、５番小川委員、６番植木委員、７番楠田委員、９番中野委員、１２番山﨑委員、１５

番中村委員、２３番田中委員、２４番本多委員、２９番神﨑委員、３５番寺田委員、３６番末續

委員、３８番岡田委員、３９番浅田委員、４４番山本委員のほうから欠席の報告があっておりま

す。出席農業委員数は１２名で、過半数には達しておりますので、総会は成立しております。 

    会議規則第５条の規定によりまして、会長が議長となり議事を進行いたしますので、よろしく

お願いいたします。 

事務局（〇〇） 皆様、お疲れさまです。 

    総会の会長の挨拶の前に、ここで表彰と表彰の伝達、花束贈呈を行いたいと思います。 

    まず、市の広報とかでご覧になられた方もいらっしゃるかと思いますが、３月１５日に開催さ

れました第９回全国自給飼料生産コンクールにおいて、〇〇委員さんが農林水産省畜産局長賞を

受賞されましたので、ここで花束を贈呈させていただきたいと思います。（拍手） 

    （「おめでとうございます」との声） 

事務局（〇〇） 〇〇委員、誠におめでとうございました。 

    引き続きまして、昨年度、年金推進に関しまして、独立行政法人農業者年金基金理事長より表

彰が届いております。ここで伝達表彰を行いたいと思っております。 

    まず、部門として、南島原市農業委員会は、まず、目標達成度合い部門で全国第１位、女性新

規加入数部門で全国８位、新規加入推進部門で全国９位ということで、輝かしい成績をいただい

ています。皆さんのご努力に再度感謝いたしたいと思います。誠にありがとうございました。 

    それでは、代表としまして、加入推進部長の〇〇部長のほうに伝達表彰の受領をお願いしたい

と思います。会長、よろしくお願いします。 

会 長 表彰状。農業委員会別目標達成度合い、新規加入目標数１０人以上の部、第１位、南島原市農

業委員会殿。貴会は、農業者年金の加入推進活動に積極的に取り組まれ、結果、頭書の優秀な成

績を収められました。よって、この功績に感謝し、表彰いたします。令和５年６月２３日、独立

行政法人農業者年金基金理事長黒田夏樹。 

    どうもおめでとうございました。（拍手） 

〇〇番〇〇委員 また今年も頑張りましょう。 

事務局（〇〇） そして、昨年は皆さん、最高２人から１人の個人目標を達成いただきありがとうござ

いました。それで、その中で、何人かに対しては、ご褒美ではありませんけれども、副賞のほう

を差し上げたいと思いまして、本年度は夫婦で加入いただきました〇〇委員さんと、そして若手

の方、４０歳未満の方たちの加入をしていただきました〇〇委員と〇〇委員さんのほうに副賞の

ほうをお渡ししたいと思います。 

    代表して、〇〇委員さんのほうにお渡しをしたいと思います。よろしくお願いします。 

会 長 どうもお疲れさまでした。 

〇〇番〇〇委員 どうもありがとうございます。（拍手） 

事務局（〇〇） ありがとうございました。来年、ぜひ皆さん受けていただくように頑張っていただき
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たいと思います。 

     大変失礼いたしました。 これで失礼いたします。 

議 長 皆さん、改めまして、こんにちは。 

    本日は、第２４回南島原市農業委員会総会ということでご案内申し上げましたところ、皆様に

は大変お忙しい中、ご出席いただき誠にありがとうございます。 

    さて、今年の梅雨入りは５月２９日に平年より６日早く入りましたが、雨による災害も今のと

ころ発生しておらず、農作業も順調に進んでいることと思います。しかしながら、全国的に見ま

すと各地で線状降水帯の発生により、多大な被害が発生した地域もありますので、被害に対する

準備も必要かと思っております。 

    また、先週２３日に一般社団法人長崎県農業会議の通常総会が、第１１３回通常総会が長崎市

で開催されました。開催の前に、独立行政法人農業者年金基金理事長より表彰式がありまして、

先ほど伝達したとおりでありまして、雲仙市農業委員会と南島原市農業委員会が表彰されました。 

    総会では、専門理事の選任が行われまして、農業会議の荒木事務局長が専務理事として選任す

ることとなりました。以上です。 

    それでは、事務局から、農業委員１８名中、出席委員は現在１２名との報告があり、総会開催

に必要な過半数には達しておりますので、総会が成立することを宣言いたします。 

    それでは、議事録署名人に１１番山下委員、１３番寺田委員を指名して、ただいまから議案の

審議に入らせていただきます。 

 

    それでは、議案第１０１号 農地法第３条の規定による許可申請について を議題といたしま

す。事務局より説明お願いします。 

事務局（〇〇） 皆さん、お忙しい中、お疲れさまでございます。 

    それでは、私のほうから議案第１０１号 農地法第３条の規定による許可申請について説明し

ます。 

2ページをお願いします。 

番号１ につきましては、令和５年６月２６日付けで取下げ書の提出があっております。 

取下げ理由については、営農計画の見直しが必要となり今回取下げとなりました。 

以上でございます。 

議 長 ただいま、事務局から説明があった通り、本案件については「取下げ書」の提出があっており

ますので、議案第１０１号については、削除をお願いします。次に、議案第１０２号 農地法第

５条の規定による許可申請について 審議したいと思います。 

    ４ページです。番号１より、事務局より説明お願いします。 

事務局（〇〇） それでは、私のほうから議案第１０２号 農地法第５条の規定による許可後の計画変

更承認申請について説明いたします。 

    ４ページをお願いいたします。座って説明します。 

    番号１、申請人、有家の株式会社〇〇、土地の表示、有家町〇〇、地目が畑、地積が９５７平

米となっております。 

    変更の理由につきましてですが、当初事業計画では建築面積４４０平米の製麺工場を建設しよ

うと計画しておりましたが、許可申請前に隣地の宅地の所有者に２．５ｍの間隔を空けることで

了承をいただいていたところでしたが、許可が下り、工事に入ると連絡した際に、隣接の宅地の

所有者より、日陰になることからもっと間隔を空けてほしいと要望があったため見直しが必要と



 

 4 

 

なりました。また、当初計画していた規模以上の製麺工場が必要となり、建築面積、こちらは訂

正になります。５５９．３と書いてありますが、５４６平米になります。同面積の建築規模に拡

大します。生産量を増やすことを計画しているということでございます。しかし、現在の用地で

は上記の建設用地を確保できないため、新たに農地、隣接地になりますが４００平米を含めて計

画変更したいということでございます。 

    備考欄にあります当初の許可日につきましては、令和５年４月１４日、許可指令番号について

はご覧のとおりです。転用目的も製麺工場用地となっております。変更内容につきましては、そ

の下に書いていますが、隣接の〇〇、畑の４００平米と一体利用になるということでございます。 

    当初の計画では、認定してありましたけれども、見直し、生産量を増やしたり、隣接地との関

係で苦情があったりということでなっております。また、建物も一応変更し、建築面積を拡大す

ることで大規模な計画変更が必要となりました。それで、今回、計画変更承認申請が提出された

ものでございます。以上でございます。 

議 長 ５条の計画後の変更申請でありますが。 

    この案件の現地調査の結果を、〇〇番〇〇委員からお願いします。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。先ほど事務局より説明がありましたように隣接する、隣の物件の〇

〇会館のほうから影が映るということで計画を変更、見直しをするということで、現状の農地で

は建物自体が少し狭くなるということで、下の圃場を買い受けて一体利用するということで、何

ら問題はないと見てまいりました。審議のほど、よろしくお願いします。 

議 長 現地調査委員からの報告でしたが、同行されました〇〇番〇〇推進委員からのご意見等ありま

せんか。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。私としては、久しぶりに現地調査に立ち会って、この〇〇製麺はも

ともと大きな製麺工場であったのを、さらに隣接する農地を宅地に転用して拡大するということ

から、側溝の幅が３０ｃｍ、東側は３０ｃｍ流すということを最初聞いて、３０ｃｍで果たして

大丈夫だろうかと思っておったところ、後ほど西側に直径４０ｃｍ、径４０ｃｍのパイプにも流

すということを聞いて、それなら大丈夫だなと思いました。以上です。 

議 長 ほかの委員さんから何かご意見等ありませんか。 

    （「ありません」との声） 

議 長 ご意見がありませんので、議案第１０２号の計画変更は、適当と認めてよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議なしと認め、よって、計画変更は適当として県に進達いたします。 

 

    次に、５ページ、農地法５条の規定による許可申請について 番号１より説明をお願いします。 

事務局（〇〇） それでは、議案第１０３号 農地法第５条の規定による許可申請について説明いたし

ます。 

    ５ページをお願いします。 

    番号１、有家町の〇〇さんから有家町の株式会社〇〇さんへ、有家町〇〇、地目が畑、地積が

４００平米です。転用の目的は、製麺工場用地となっております。権利の内容につきましては売

買、時期については許可あり次第、期間は永久となっております。 

    備考欄にありますとおり、農振内の農用地外。先ほどありましたが、議案第１０２号の土地、

〇〇の畑９５７平米と一体利用となります。 

    本案件の農地区分につきましては、市街化の傾向が著しい区域に近接する区域内にある農地の
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区域その規模が１０ｈａ未満に該当しますので、第２種農地と思われます。 

    先ほどもありましたけれども、先ほどの議案第１０２号の１で説明した一体利用する新規の隣

接農地になります。製麺工場用地、該当のこの地番につきましては４００平米です。先ほどの一

体利用する分と合わせた全体では１，３５７平米となります。最高１．２ｍを切土して整地し、

擁壁で土留めをして土砂の流出を防ぎます。雨水につきましては、新設される排水路を経由し、

既存水路へ放流予定となっております。また、屋根に降る雨の半分は既存の水路を使って既存の

同じ水路のほうに放流される予定です。汚水は発生いたしませんが、雑排水につきましては、溜

桝を経由して同じ水路へ放流予定となっております。資金につきましては、自己資金及び借入金

により賄われます。以上でございます。 

議 長 先ほどの変更申請の後の５条のときの許可規定申請であります。 

    この案件の現地調査の結果を〇〇番〇〇委員からお願いします。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。これも先ほどの関連性があるもので、午後２時４０分頃、〇〇委員、

〇〇推進委員、事務局３名と現地を見てまいりました。説明が重複するかもしれませんが、場所

は国道２５１号の有家〇〇の下の〇〇会館のすぐ真下になる、裏手になります。 

    この案件は、前回出されたもので、〇〇会館のほうから新設する建物をもう少し離して欲しい

という要望があり、建物の変更計画でしたら現状の土地では狭いので、下の土地を買い受けて一

体利用をしたいとのことでした。雨水に関しては北側のＵ字溝を設置し、東側の水路に流れるよ

うにし、工場の雨水は受け樋を伝って東側の水路の方に流すとのことでした。先ほど〇〇委員か

ら言われたように、工場の現在使われておられる工場の下にも４０ｃｍの排水パイプを設けてい

るということで、吐ききれない水はそちらの方にも流れるということでした。また、溜桝も２基

設置するということで、雨水に関しては何ら問題ないと見てまいりました。それと、日照に関し

ては、北側の方を当初より１５ｍ空けるということで、北側の〇〇会館のほうに対しては、日照

関係は問題ないのではないかと見てまいりました。以上の説明で、別に問題はないと見てまいり

ました。審議のほどよろしくお願いします。 

議 長 現地調査委員からの報告がありましたが、同行されました〇〇番〇〇推進委員からのご意見等

はありませんか。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。先ほど〇〇委員から詳しく説明があったとおり、結論的に言えば問

題ないと思います。以上です。 

議 長 これは、変更が認めなければ、この申請は出さないということですね。 

事務局（〇〇） そうですね。 

議 長 変更して……。 

事務局（〇〇） 変更ですね。 

議 長 変更と申請ですね。 

事務局（〇〇） はい、同時にいたします。 

議 長 ほかの委員さんから何かご意見、ご質問等ありませんか。 

    （「ありません」との声） 

議 長 ご意見がなければ、許可相当として認めることでよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 許可相当として県へ進達いたします。 

 

    次に、番号２について、事務局より説明お願いします。 
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事務局（〇〇） それでは、６ページをお願いします。 

    番号２、深江町の〇〇さんから深江町の〇〇さん、ご夫婦になります。土地が、深江町〇〇外

１筆になります。登記地目が畑と宅地になりますが、現状はどちらも畑となっております。地積

の合計が５５０．６平米となっております。申請の事由につきましては、転用目的が一般個人住

宅用地です。現在借家に住んでおり、申請地を借り受けて住宅を建てて居住したいということで

ございます。権利の内容につきましては、使用貸借権の設定で、許可あり次第、期間は３０年間

となっております。 

    本案件の農地区分につきましては、市街化の傾向が著しい区域に近接する区域内にある農地の

区域その規模が１０ｈａ未満に該当いたしますので、第２種農地と思われます。一般個人住宅、

木造２階建ての建築面積が９０平米です。最高０．９ｍの切土をして整地し、石積みとブロック

で土留めをして、土砂の流出を防ぎます。整地後は、５５０．６平米のうち３５０平米をコンク

リート舗装し、１１０．６平米を芝生にいたします。周囲につきましては、高さ８０ｃｍのフェ

ンスを設置いたします。雨水につきましては、敷地につきましては、新設する溜桝及びＵ字溝を

経由し、道路側溝へ放流いたします。建物部分につきましては、溜桝を経由し、道路側溝へ放流

いたします。汚水・雑排水につきましては、合併浄化槽を経由して、また同じ道路側溝へ放流い

たします。資金につきましては、借入金により賄われます。なお、申請面積が５５０．６平米と

一般個人住宅の面積基準、のり面、進入路等を除く有効面積の上限の目安を５００平米とすると

いう基準を超過しておりますが、進入口４０平米などを考慮してもまだ１０平米ほど超過してお

りますが、分筆してもほかに使いようのない土地になってしまいますので、今回、宅地として一

体で有効利用するということでございます。以上でございます。 

議 長 この案件の現地調査の結果を〇〇番〇〇委員からお願いします。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。２３日の午後４時半ぐらいに現地調査に行ってまいりました。〇〇

委員と〇〇推進委員、そして事務局３名で行ってまいりました。場所は、国道５７号から〇〇方

面に下りますと深江町の〇〇グラウンドがあります。それから１ｋｍぐらい下りますと〇〇公民

館がございまして、その〇〇公民館から約１０ｍ程度の場所です。大きな写真で分かるかと思い

ますが、北側にたばこ畑がありますけれども、住居を建てる住居との間に５ｍ以上の間隔があり

まして、そこはもう芝生で庭みたいにするということで、日照に関しては全く問題がないと思い

ました。それで、排水に関しましても、事務局から説明のとおりこの縦の道路に側溝がございま

すので、ここも問題ないと思い、これは致し方ない事案だと思って見てまいりました。ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

議 長 現地調査委員からの報告ですが、同行されました〇〇番〇〇推進委員からのご意見等ありませ

んか。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。ただいま〇〇委員の言われたとおり、何も問題ないと見てまいりま

した。 

議 長 ほかの委員さんから何かご意見、ご質問等ありませんか。 

    〇〇番〇〇委員。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。２筆の転用と書かれておりますけれども、１筆は宅地になっており

ます。そうした場合、〇〇の申請で〇〇を一体利用という方法での申請の仕方ではなくて、これ

はもう現況が畑になっておるから一緒に申請されたという事でしょうか。もう登記簿が、地目が

宅地に変わっておりますけれども、その辺をちょっとお願いいたします。 

議 長 事務局、説明、よろしいですか。お願いします。 
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事務局（〇〇） それでは、質問にお答えします。 

    〇〇の方ですね。こちらが、登記の地目が宅地で現況が畑となっております。こちらにつきま

しては、この地番の土地自体が農地台帳のほうに登載がされている土地になります。ですので、

この場合につきましては転用の許可が必要になるということで、今回、両方を併記の上で審議を

されるということになります。これは、県にも先日確認をしてしたことになります。以上です。 

議 長 農地登載されているという地目だそうです。よろしいでしょうか。 

    ほかに何か皆さんからご意見、ご質問等ありませんか。 

    （「ありません」との声） 

議 長 ほかにご意見がありませんので、許可相当と認めることでよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議なしと認め、よって、許可相当として県へ進達いたします。 

 

    次に、番号３について、事務局より説明お願いします。 

事務局（〇〇） それでは、７ページをお願いします。 

    番号３、深江町の〇〇さんから島原市の〇〇株式会社さんへ、深江町〇〇外１筆、地目はいず

れも田、地積合計が５２１平米です。転用の目的は賃貸住宅用地１戸だけになります。申請地を

譲り受けて賃貸住宅３棟を建築したいということでございます。権利の内容につきましては売買、

時期につきましては許可あり次第、期間は永久となっております。備考欄にもあります〇〇につ

きましては、地目が宅地になっております。面積が４８．６１平米になっておりますが、こちら

を一体利用ということでございます。 

    本案件の農地区分につきましては、市街化の傾向が著しい区域に近接する区域内にある農地の

区域その規模が１０ｈａ未満に該当いたしますので、第２種農地と思われます。一戸建賃貸住宅

用地５６９．６１平米、田が合計５２１平米、一体利用用地の宅地が４８．６１平米です。最高

１ｍの盛土をし、擁壁を設けて整地し、土砂の流出を防ぎます。一戸建賃貸住宅の建築面積は、

１棟が７９．４９平米で、３棟ありますので、３棟合計が２３８．４７平米になります。入居者

用駐車場を６台分、面積が１７０．６１平米を確保いたします。雨水につきましては、敷地内に

ある既存の側溝を経由し、道路側溝へ放流いたします。汚水・雑排水につきましては、合併浄化

槽を経由して、道路側溝へ放流いたします。資金につきましては、自己資金により賄われます。

以上でございます。 

議 長 この案件の現地調査の結果を〇〇番〇〇委員からお願いします。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。これも２３日の午後３時半頃、〇〇委員さん、〇〇推進委員さんと

事務局３名で現地調査に行ってまいりました。場所は国道２５１号を深江のほうに行きますと、

ストア〇〇があります。それから２００ｍぐらい下ったところに深江町の〇〇の〇〇や、その上

に〇〇運動公園がございますが、そのすぐ横になります。道路よりも低いので、先ほど事務局か

ら説明があったように１ｍかさ上げして、その道路の、写真には写っていませんが、一番下側に

１ｍぐらいの大きな側溝があります。それに排水をつなぐということです。北側と上側に農地が

ありますが、これはもう同意をもらっているということで、これは致し方ないと見てまいりまし

た。審議のほどよろしくお願いします。 

議 長 現地調査委員からの報告ですが、同行されました〇〇番〇〇推進委員からのご意見等ありませ

んか。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。ただいま〇〇委員が言われたとおりだと思います。 
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議 長 ほかの委員さんから何かご意見、ご質問等ありませんか。 

    （「なし」との声） 

議 長 ご意見がありませんので、許可相当と認めることでよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議なしと認め、よって、許可相当として県へ進達いたします。 

 

    次に、番号４について、事務局より説明お願いします。 

事務局（〇〇） それでは、８ページをお願いいたします。 

    番号４、深江町の〇〇さんから深江町の〇〇さんへ、深江町〇〇、地目が畑、地積が１２８平

米です。転用の目的、一般個人住宅用地です。申請地を親から譲り受けて自宅を建築したいとい

うことでございます。権利の内容につきましては贈与、時期につきましては許可あり次第、期間

は永久となっております。なお、備考欄にもありますとおり、隣接の〇〇、こちらは宅地になり

ます。面積が７９．７９平米と一体利用ということでございます。 

    本案件の農地区分につきましては、市街化の傾向が著しい区域に近接する区域内にある農地の

区域その規模が１０ｈａ未満に該当いたしますので、第２種農地と思われます。住宅用地２０７．

７９平米になります。一般個人住宅、木造２階建ての建築面積６５．２２平米です。最高０．７

ｍの盛土をし、擁壁とブロックを設置して土砂の流出を防ぎます。雨水につきましては、溜桝を

経由して道路側溝へ放流いたします。汚水・雑排水につきましては、合併浄化槽を経由して道路

側溝へ放流いたします。資金につきましては、借入金により賄われます。以上でございます。 

議 長 現地調査委員から現地調査の報告をお願いします。〇〇番〇〇委員からお願いします。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。これも２３日の午後３時５０分頃、〇〇委員さん、〇〇推進委員さ

ん、そして事務局３名で調査に行ってまいりました。場所は、先ほど国道２５１号をもっと島原

寄りのほうに行きますと〇〇小学校の〇〇分校の信号があります。それから１００ｍぐらい下っ

たところに〇〇の〇〇がありまして、そのすぐ下側になります。写真、次、もう一つ次。この写

真で側溝が見えましたが、この写真で側溝は見えると思いますが、この側溝に雨水と排水は入れ

るということです。右側ですね。右側に、隣の人のハウスがございます。もう一つ次の写真です。

これですね。このハウスの方にはもう同意をもらっているということで、手前側は自分の父の農

地を分筆した分でありますので、これももう家を造るのは致し方ないのではないかと見てまいり

ました。審議のほどよろしくお願いいたします。 

議 長 現地調査委員からの報告ですが、同行されました〇〇番〇〇推進委員からのご意見等ありませ

んか。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。今、〇〇委員が言われたとおりだと思います。 

議 長 ほかの委員さんから何かご意見、ご質問等ありませんか。 

    （「ありません」との声） 

議 長 ご意見がありませんので、許可相当と認めることでよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議なしと認め、よって、許可相当として県へ進達いたします。 

 

    次に、番号５について、事務局より説明お願いします。 

事務局（〇〇） それでは、９ページをお願いします。 

    番号５、有家町の〇〇さんから有家町の〇〇さんへ、有家町〇〇、地目が畑、地積が８３平米
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です。転用の目的は出入口及び駐車場です。従来の出入口が使用できなくなるため、出入口及び

駐車場を整備したいということでございます。権利の内容につきましては売買、時期は許可あり

次第、期間は永久となっております。 

    本案件の農地区分は、市街化の傾向が著しい区域に近接する区域内にある農地の区域その規模

が１０ｈａ未満に該当いたしますので、第２種農地と思われます。出入口及び駐車場８３平米で

す。最高０．８ｍの切土をし、石積みの擁壁を設けて整地し、土砂の流出を防ぎます。北側につ

きましては、コンクリート擁壁を設ける予定です。駐車場部分につきましては、４０平米をコン

クリート舗装いたします。雨水につきましては、道路側溝へ放流いたします。汚水・雑排水につ

いては発生いたしません。資金につきましては自己資金により賄われます。以上でございます。 

議 長 この案件の現地調査の結果を、〇〇番〇〇委員からお願いします。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。２３日、午後２時２５分頃から、〇〇委員、〇〇推進員、事務局３

名で現地を見てまいりました。場所は、国道２５１号の有家の〇〇の先の信号を北側に約１００

ｍ程度上った旧〇〇小学校の手前になります。住宅の進入路と車２台駐車するスペースを確保し

たいということで、手前のほうを下げて進入口にして、上のほうの樹木を移設して玄関のほうに

石段をつけるということで、排水は手前のほうの排水路に流れるように若干勾配を取るというこ

とで、何ら問題はないと見てまいりました。審議のほどよろしくお願いします。 

議 長 現地調査委員からの報告ですが、同行されました〇〇番〇〇推進委員からのご意見等ありませ

んか。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。ただいま〇〇委員から詳しい説明があったとおり、何ら問題はない

と私も思います。以上です。 

議 長 ほかの委員さんから何かご意見、ご質問等ありませんか。 

    （「ありません」との声） 

議 長 ご意見がありませんので、許可相当と認めることでよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議なしと認め、よって、許可相当として県へ進達いたします。 

 

    次に、１０ページ、番号６について、事務局より説明お願いします。 

事務局（〇〇） それでは、１０ページをお願いいたします。 

    番号６、西有家町の〇〇さんから大阪府大阪市の株式会社〇〇さんへ、西有家町〇〇、地目が

畑、地積が６１５平米になります。転用の目的は会社の保養施設用地ということになります。申

請地を譲り受けて会社の保養施設を建築したいということでございます。権利の内容につきまし

ては売買、時期につきましては許可日、期間については永久となっております。 

    本案件の農地区分は、おおむね５００ｍ以内に〇〇庁舎がありますので、「庁舎がある」に該当

いたしますので、第２種農地と思われます。保養施設、木造平家建ての建築面積１７７．１平米

です。敷地内には、屋内２台、屋外４台計６台の駐車スペースを確保いたします。現在のまま整

地し、土留め工事を行い土砂の流出を防ぎます。雨水につきましては、溜桝を経由し、道路側溝

へ放流いたします。汚水・雑排水につきましては、合併浄化槽を経由し、同じ道路側溝へ放流い

たします。資金につきましては自己資金により賄われます。以上でございます。 

議 長 この案件の現地調査の結果を、〇〇番〇〇委員からお願いします。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。これも２３日午後１時２０分頃より、〇〇委員、〇〇推進委員、事

務局３名で現地を見てまいりました。場所は、国道２５１号の須川の〇〇という〇〇屋さんの信
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号を北側に約５０ｍ程度上ったところから左に約５０ｍ程度行った所にあります。雨水・汚水に

関しては、東側にＵ字溝を設け、西側の道路側溝に流すとのことでした。それと、先ほど事務局

より説明があったように、西側の道路に面したのり面は、石積みをしてのり面の土砂の流出を防

ぐように対応するということで、日照に関しては、ちょっと奥のほうの、隣の東側になるのです

けれども、太陽光パネルが２階のほうに設置されていて、それに影響がないか同意をもらって欲

しいという事を言ってきたのですけれども、先ほど事務局のほうから、一応同意はもらったとい

うことで、日照面に関しても何ら問題はないのかと見てまいりました。審議のほどよろしくお願

いします。 

議 長 現地調査委員からの報告ですが、同行されました〇〇番〇〇推進委員からのご意見等ありませ

んか。 

 〇〇番〇〇委員 〇〇です。今、〇〇委員の説明のとおり何も問題はないと思って見てまいりました。

審議のほどよろしくお願いします。 

議 長 ほかの委員さんから何かご意見、ご質問等ありませんか。 

    （「なし」との声） 

議 長 ご意見がありませんので、許可相当と認めることでよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議なしと認め、よって、許可相当として県へ進達いたします。 

 

    次に、１１ページ、議案第１０４号 農用地利用集積計画の決定について 事務局より説明お

願いします。 

事務局（〇〇） それでは、議案第１０４号 農地利用集積計画の決定について説明いたします。 

    今月の利用集積計画ですが、賃貸借権が新規１件、１，５１９平米、再設定が１１件、３万２，

８２３平米の計１２件の３万４，３４２平米です。使用貸借の新規１件、２，８７８平米、再設

定が２件の１，０３８平米の合計３件の３，９１６平米です。所有権移転につきましては、売買

のみで計４件、４，９４２平米となっております。中間管理事業の一括方式分につきましては、

新規のみで、賃貸借権が７件、１万４，６９０平米と、使用貸借権が１件５５４平米の計８件、

１万５，２４４平米となっております。 

    なお、ページめくって１５ページになりますが、一括方式部分の２５番につきましては、本日

取下げが出ておりますので、こちらにつきましてはそのように理解していただければと思います。 

    それでは個別の案件について朗読いたします。なお、再設定及び一括方式につきましては朗読

を割愛させていただきます。 

    それでは、１１ページをお願いいたします。 

    （議案第１０４号 賃貸借権 番号１新規設定、使用貸借権 番号１３新規設定、所有権 番

号１６～１９を朗読） 

    以上の案件につきまして、農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律附則第５条による

改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３項第１号、第２号、第３号及び第４号の各号の要

件を満たしているものと思われます。以上でございます。 

議 長 ただいまの説明に対してご意見、質問等を伺うところでありますが、１５ページ、番号２０は

出席委員が関係する案件でありますので、その分を除いてご意見、ご質問等ありませんか。 

    （「なし」との声） 

議 長 それでは、次に番号２０について審議をいたします。 
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    農業委員会に関する法律第３１条の規定により、除斥の必要がありますので、〇〇番〇〇委員

の退場を求めます。 

    ――― 〇〇番〇〇委員退席 ――― 

議 長 番号２０について、ご意見、ご質問等ありませんか。 

    （「なし」との声） 

議 長 〇〇委員の入場を求めます。 

    ――― 〇〇番〇〇委員入席 ――― 

議 長 ご意見がありませんので、議案第１０４号 農用地利用集積計画は承認することに決定してよ

ろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議がないようですので、農用地利用集積計画を承認することに決定いたします。 

 

    次に、１６ページから１９ページ、議案第１０５号 南島原農業振興地域整備計画変更に係る

意見について を議題といたします。１号から順に事務局より説明を求めます。 

事務局（〇〇） それでは、議案第１０５号 南島原農業振興地域整備計画変更に係る意見について、

１６ページをお願いいたします。今回、除外の案件が７件となっております。 

    １６ページのまず１番から読み上げます。 

    申出人、深江町の〇〇様、土地の表示が深江町〇〇、地目が畑、地積が１，６０９平米となっ

ております。申出の事由は除外です。隣接地にある株式会社〇〇の車両用駐車場として利用した

いということでございます。 

    こちらにつきましては、株式会社〇〇の隣接する場所に位置し、おおむね１０ｈａ以上の規模

の一団の農地の区域内にある農地で、第１種農地とは思われますが、その特例として拡張に係る

部分の敷地の面積が既存の施設の敷地の面積の２分の１を超えないものに限られる既存の施設

の拡張に該当すると思われます。 

    ２番、布津町丙の〇〇さん、申出人になりますが、土地が布津町〇〇、地目が畑、地積が７４

７、こちらも除外になります。隣接にある〇〇の駐車場として利用したいということでございま

す。 

    市街化の傾向が著しい区域に近接する区域内にある農地の区域で、この規模が１０ｈａ未満で

第２種農地に該当すると思われます。 

    １７ページをお願いします。 

    ３番、こちら、１か所まず訂正をお願いいたします。土地の表示の一番上の有家町〇〇と書い

ておりますが、石ではなくて原という字になります。〇〇といいますけれども、訂正のほうをお

願いいたします。 

    番号３番、申出人、有家町の株式会社〇〇、土地につきましては、有家町〇〇外になりますが、

いずれも地目は山林です。地目を見ていただければと思います。申出の事由につきましては除外

で、公共工事の建設残土置場です。 

    こちらにつきましては、有家町〇〇の〇〇地区に位置しますが、申出地は非農地ということで

ございます。 

    １８ページをお願いいたします。 

    番号４、西有家町の〇〇さんの申し出になります。西有家町〇〇の一部、地目が田、１，５４

７平米のうちの４２９．７７平米になります。こちらも除外で、住宅を建築したいということで
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ございます。 

    場所につきましては、西有家町〇〇の〇〇に近接する場所に位置し、おおむね１０ｈａ以上の

規模の一団の農地の区域内にある農地で第１種農地と思われますが、その特例として、住宅その

ほか申請に係る土地の周辺の地域において居住する者の日常生活上、または業務上必要な施設で

集落に接続して設置されるものに該当すると思われます。 

    番号５番、北有馬町の〇〇さんが申出人になります。南有馬町〇〇、地目が田、地積が５１７

平米になります。こちらも除外になります。資材置場用地にしたいということでございます。 

    場所につきましては、〇〇にあります南島原市役所〇〇支所から南へ８０ｍほどの位置にあり

ます。おおむね３００ｍ以内に市役所の施設がありますので、第３種農地に該当すると思われま

す。 

    １９ページをお願いします。 

    ６番になります。申出人が北有馬町の〇〇さん、土地が南有馬町〇〇、地目が田、地積は１，

２２８平米となります。こちらも除外で、資材置場用地にしたいということでございます。 

    こちらは先ほどの５番の隣接地になります。南島原市役所〇〇支所から南へ４０ｍほどの場所

に位置します。おおむね３００ｍ以内に市役所がありますので、第３種農地に該当すると思われ

ます。 

    ７番、申出人が南有馬町の〇〇さん、土地が南有馬町〇〇の一部、地目が畑、地積が８９１平

米のうちの３６３．６３平米です。こちらも除外で、住宅を建築したいということでございます。 

    場所につきましては、南有馬町〇〇の旧〇〇小学校から西北西へ３２０ｍほどの場所に位置し、

市街化の傾向が著しい区域に近接する区域内にある農地の区域で、その規模が１０ｈａ未満であ

るため、第２種農地に該当すると思われます。 

    以上、３番の除外案件につきましては、申出地が非農地でありますので、意見なしと思われま

す。３番以外の６件の除外の案件につきましては、立地基準上、転用可能と思われます。以上で

ございます。 

議 長 ただいまの説明について、ご意見、ご質問等伺うところでありますが、１６ページの番号１、

〇〇番〇〇推進委員が代理申請されている案件でありますので、本委員会の申合せにより推進委

員についても除斥することとなっておりますので、〇〇番〇〇推進委員の退場を求めます。 

    ――― 〇〇番〇〇委員退席 ――― 

議 長 番号１について、ご意見、ご質問等ありませんか。 

    （「ありません」との声） 

議 長 ご意見がありませんので、支障がない旨の回答をしてよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議がないようですので、支障のない旨を回答いたします。 

    〇〇番〇〇推進委員の入場を求めます。 

    ――― 〇〇番〇〇委員入席 ――― 

議 長 次に、番号２から３、４、５、６まででご意見、ご質問等ありませんか。２番から６番までで。 

    〇〇番〇〇委員。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。３号議案の資材置場、工事用の残土置場を、一応山林にあるのです

が、場所的にどの辺かちょっと自分が分かりませんので、その土をそこに山林にある程度入れて

大丈夫なような場所なのでしょうか。 

議 長 事務局、説明よろしいですか。 
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事務局（〇〇） 場所についてということですね。 

    場所が、こちらにつきましては、以前、有家の〇〇にある〇〇の同じく〇〇さんの残土処分場

をしたところの下に、もう一段下になります。そちらのほうになりますけれども、こちらについ

ては、何月かはちょっと忘れましたけれども、非農地証明の交付願が出てから、その後に、今、

帳簿が山林に変わっているのはその非農地の届出をしてこちらが承認したということで地目の

変更がなされております。 

    実際、こちらにつきましては、今、公共事業の建設残土ということで、まだ実際県のほうの振

興局のほうに今から開設のほうの届け出が出されると思いますが、現時点ではまだ当然こちらが

できていないのでされていないのですが、事前にちゃんと協議をされて、実際は工事をした完了

したものを、完了するように計画を出されているということだと思いますので。あとちょっとそ

の周辺の農地との関係というのは当然出てくるかとは思うのですけれども、そちらについては非

農地になっているところになりますので、あとは実際の回答のあった所有者の方とこちらの〇〇

さんが協議をしてきちっとしていただければいいのかなと思っております。よろしいでしょうか。 

議 長 よろしいでしょうか。 

    ２か月前だったですかね。ここを非農地に認めた…… 

〇〇番〇〇委員 それは説明で分かったんですが、今回の部分はそれの下のほうでしょう。 

事務局（〇〇） いや、それは非農地にしたところです。 

〇〇番〇〇委員 それをした部分ですか。 

議 長 非農地にした部分ですね。 

事務局（〇〇） はい。したところ。 

〇〇番〇〇委員 一応、先ほど事務局のほうから説明がありましたが、いろいろ手続をしてしますと。

それで工事用の残土を、一応この中では置場ですとあるじゃないですか。 

事務局（〇〇） はい。 

〇〇番〇〇委員 そこをそれで埋めますじゃなくて。普通、何か工事用で何か残土の置場がないから一

応そこを置場にして、そうすると、私たちが知っている範囲では、後からそのまた置いた土はの

けますというような事例を幾つか知っているのですけれども、その辺はどうなのでしょうか。 

議 長 どうですか。ここは、農業委員会でそこまで……。 

事務局（〇〇） 実際、ここは、うちのほうとしてはもう非農地として、言えばもう台帳上も消えてい

るところになりますので、詳細については、実際この公共事業のほうの残土置場にしますという

手続の転用というと手続上ないので、詳細はもう分からないということです。今、農業委員会と

してはですね。 

議 長 この許可は振興局が許可する立場ですか。農業委員会としては、そこまではもうできないとい

うことです。 

〇〇番〇〇委員 いや、前そこの申請が上がったときに、土がその下のほうに流れて行ったらどうなの

だとかいろいろ意見が出ていたじゃないですか。だからちょっと聞いてはみたのです。 

議 長 それは工事現場の方と協議していただく方法しかないのではないかと思います。 

    よろしいですか。 

〇〇番〇〇委員 はい、分かりました。 

議 長 ほかに６番までは何かご質問等ありませんか。 

    （「なし」との声） 

議 長 ご意見がありませんので、支障がない旨の回答をしてよろしいでしょうか。 
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    （「異議なし」との声） 

議 長 はい、異議なし。支障がない旨の回答をいたします。 

    次に、１９ページ、７番についてですが、〇〇番〇〇推進委員の申請された案件でありますの

で、本委員会の申合せにより推進委員についても除斥することとなっておりますので、〇〇番〇

〇推進委員の退場を求めます。 

    ――― 〇〇番〇〇委員退席 ――― 

議 長 番号７について、ご意見、ご質問等ありませんか。よろしいでしょうか。 

    （「なし」との声） 

議 長 ご意見がありませんので、支障がない旨の回答でよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議ないようですので、支障のない旨の回答をいたします。 

    〇〇番〇〇推進委員の入場を求めます。 

    ――― 〇〇番〇〇委員入席 ――― 

 

議 長 次に、議案第１０６号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１１項の規定による

要請について 事務局より説明お願いします。 

事務局（〇〇） 資料の２０ページをご覧ください。 

    番号１、申出人が北有馬町の〇〇さん、土地が布津町〇〇、畑、１，０８３平米外１筆の２，

４６３平米を賃借権の設定で期間が３年。 

    番号２、同じく北有馬町の〇〇さん、土地が布津町〇〇、畑、１，１２０平米を使用貸借によ

る権利の設定で期間が５年間となっております。 

    本申し出につきましては、今現在中間管理機構を通してお父さん、その〇〇さんのお父さんが

権利設定をしておりましたけれども、息子であるこの〇〇さんのほうに耕作権を替えたいという

ことでの申し出になっております。以上でございます。 

議 長 ただいまの説明に対して、ご意見、ご質問等ありませんか。 

    （「なし」との声） 

議 長 北有馬の案件ですけれども、〇〇委員さん、よろしいですか。 

    ご意見がありませんので、長崎県農業振興公社へ貸借の要請をしてよろしいですかね。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議がないようですので、賃貸の要請を行います。 

 

    次に、２１ページ、農地法第１８条の第６項の規定による通知でありますので、ご覧ください。 

 

    ２２ページ、使用貸借を解約した旨の通知でありますので、これもご覧ください。 

 

    ２３ページ、非農地証明書交付願について 番号１より、事務局より説明をお願いします。 

事務局（〇〇） それでは、非農地証明書交付願について説明いたします。 

    ２３ページをお願いいたします。 

    願出人、有家町の〇〇さん、土地が有家町〇〇、地目が畑で、現況が宅地となっております。

地積が６１平米です。転用の目的は公民館の敷地です。平成１３年４月１日から〇〇自治会の公

民館の敷地として利用しているということでございます。以上でございます。 
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議 長 この案件の現地調査の結果を〇〇番〇〇委員からお願いします。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。２３日の２時４５分ぐらいに、〇〇委員さん、〇〇推進委員さん、

そして事務局３名で現地調査に行ってまいりました。場所は、有家町の〇〇農道を島原のほうに

行きますと〇〇自動車整備工場があります。そこに〇〇バス停がありまして、それを海側に約２

００ｍぐらい下ったところに〇〇公民館というのがございまして、その公民館の駐車場として、

今、貸しているということです。もう写真でご覧のとおり、側溝を境界としてこの調査地はコン

クリート舗装がしてあります。そして、ちょっと先に円い蓋が２つ見えますが、あれは防火水槽

で、調査地の下にまで防火水槽が通っているということです。もう雨水に関しては全く問題はご

ざいませんが、隣接するその葉タバコに関しても、南側ですので、日照も風通しも駐車場として

利用ということで、もうこれは２０年そのままでしたので、もうこれも致し方ないというふうに

見てまいりました。また、そして、〇〇自治会の自治会長さんも一緒に見えて、３名説明をして

いただいたところでございます。審議のほどよろしくお願いします。 

議 長 現地調査委員からの報告ですが、同行されました〇〇番〇〇推進委員からのご意見等ありませ

んか。 

〇〇番〇〇委員 〇〇番〇〇です。ただいま〇〇委員から説明があったとおり、何ら問題がないと思い

ます。以上です。 

議 長 ほかの委員さんから何かご意見、ご質問等ありませんか。 

    （「なし」との声） 

議 長 防火用水は、やっぱりこの非農地申請をしなきゃいけないのですか。防火用水以外になるわけ、

この面積は、８１平米。 

事務局（〇〇） 一応、公共団体、市等が防火水槽、消防法に則る消防施設を建てる際には転用許可自

体は必要ありません。ただ今回上がったのが名義を変えたいということで、地目が農地のままで

は名義が変わりませんので、農業委員会としても非農地として証明し、地目を変えた後で名義を

変えるという手はずになります。 

議 長 分かりました。 

    ほかの委員さんから何かご意見、ご質問等ありませんか。 

    （「なし」との声） 

議 長 ご意見がありませんので、非農地証明書を交付してよろしいでしょうか。 

    （「異議なし」との声） 

議 長 異議なしと認め、よって、非農地証明書を交付することに決定いたします。 

    以上をもちまして審議を終了いたします。 


